
編物生地のモデル化

衣服圧シミュレーションによる電極配置の決定

まとめ

■利用成果

着ているだけで
生体情報収集を可能に！

―未来の衣服“スマートセンシングウェア”開発―

■背景と目的

研究・開発機関 　：東洋紡株式会社
利用施設　　　 　：自社設備
計算規模　　　 　：自社内のＰＣ利用
利用ソフトウェア ：汎用構造解析ソフトウェアAbaqus
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●運動時に人体に掛かる衣服の圧力(衣服
圧)分布は、空気圧センサーなど従来の接
触式の測定方法では精度良く把握すること
が困難でした。
●そのため、デザイン性と着心地に優れ、か
つ高精度の生体情報の収集が可能な“ス
マートセンシングウェア”の開発は、衣服圧
分布を考慮した適切な電極配置を事前に
予測できず、試行錯誤の繰り返しでした。

○有限要素法(FEM)を用いた衣服圧シミュレー
ションにより、運動時の衣服圧分布を高精度
かつ視覚的に予測できるようになりました。
○適切な電極配置を予測することにより、自然
な着心地と精度の高い生体情報の収集を
実現しました。これにより機能性とデザイン
性を兼ね備えた“スマートセンシングウェア”
の開発に貢献することができました。
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図1　電極＆配線用フィルム
“COCOMI”

図 2 　“ スマートセンシングウェア”

図 4　（上）ジョギングする人体の衣服圧分布の
　　　時系列変動（右から左）　
　　　（下）適切な電極配置の場所

図 3　編物生地の引張特性
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